
防
災
情
報
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

大雨で決壊した肝属川（昭和51年６月）

災
害
が
起
こ
り
や
す
い
環
境

　

鹿
屋
市
は
、
大
部
分
が
火
山
灰
か

ら
な
る
シ
ラ
ス
土
壌
で
、
肝
属
川
を

は
じ
め
と
し
た
多
く
の
河
川
が
縦
横

に
流
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
台
風
の

通
過
が
多
い
こ
と
か
ら
、
大
雨
や
洪

水
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
や
す
い
地
域
で
す
。

　

昭
和
51
年
６
月
24
日
に
は
、
同
月

11
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
に
よ
り
、

市
内
各
地
で
家
屋
・
道
路
の
流
出
や

が
け
崩
れ
が
多
発
。
死
者
４
人
、
重

軽
傷
者
４
人
、
家
屋
流
出
２
棟
、
全

壊
７
棟
な
ど
の
大
き
な
被
害
が
出
ま

し
た
。

観
測
史
上
最
大
の
豪
雨

　

昨
年
６
月
、
九
州
南
部
を
記
録
的

な
大
雨
が
襲
い
ま
し
た
。
気
象
庁
の

雨
量
計
が
設
置
さ
れ
て
い
る
下
高
隈

町
吉
ケ
別
府
で
は
、
６
月
の
観
測
史

上
最
大
と
な
る
１
，
６
８
１
ミ
リ
を

記
録
。
こ
れ
は
６
月
平
均
の
約
２
・

７
倍
の
値
で
、
年
間
平
均
降
水
量
の

約
６
割
が
１
か
月
間
で
降
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
幸
い
大
き
な
災
害
は

発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
隣
り

の
垂
水
市
で
は
３
度
の
大
規
模
な
土

石
流
が
発
生
し
、
長
期
間
に
渡
り
国

道
が
通
行
止
め
に
な
る
な
ど
、
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
た
取
り
組
み

　

市
で
は
、
災
害
発
生
時
に
各
機
関

が
連
携
し
て
救
出
・
救
護
、
避
難
誘

導
な
ど
の
災
害
応
急
対
策
が
迅
速
か

つ
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
総
合

防
災
訓
練
や
水
防
訓
練
、
土
砂
災
害

避
難
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
は
事
前
の
訓
練
や
準
備
で
被
害

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
災
害
発
生
に
備

え
て
、
普
段
か
ら
避
難
場
所
や
避
難

経
路
を
話
し
合
っ
た
り
、
非
常
時
に

持
ち
出
す
も
の
を
準
備
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

災
害
が
発
生
し
た
ら

　

災
害
発
生
の
危
険
性
が
極
め
て
高

ま
っ
て
い
る
地
域
の
住
民
に
対
し

て
、
市
が
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難

指
示
」
を
行
い
ま
す
。
災
害
発
生
時

に
最
も
重
要
な
こ
と
は
「
自
ら
の
命

は
自
ら
守
る
」
と
い
う
考
え
方
の
も

と
、
一
人
ひ
と
り
が
い
ち
早
く
率
先

し
て
避
難
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
近
年
で
は
、
高
齢
化
や
過
疎

化
の
進
行
に
伴
い
、
災
害
時
に
一
人

で
は
避
難
で
き
な
い
要
援
護
者
が
増

え
て
き
て
お
り
、
地
域
に
お
い
て
互

い
に
支
え
、
助
け
合
う
体
制
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
の
回
り

の
お
年
寄
り
や
病
気
の
人
な
ど
へ
の

手
助
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

鹿
屋
市
防
災
マ
ッ
プ

   

過
去
に
発
生
し
た
災
害
情
報
等
を

も
と
に
、
土
石
流
や
が
け
崩
れ
等
の

危
険
箇
所
を
示
し
た
も
の
が
鹿
屋
市

防
災
マ
ッ
プ
で
す
。

　

防
災
マ
ッ
プ
は
市
安
全
安
心
課
、

各
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
各

出
張
所
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ
に
は

防
災
情
報
や
避
難
所
一
覧
等
の
情
報

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

下
堀
公
民
館
、
上
小
原
分
館
の
２

か
所
は
、
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
た
め
、
地
震
発
生
時
は
そ

の
他
の
避
難
所
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

戸
別
受
信
機　

　

戸
別
受
信
機
は
、
町
内
会
に
加
入

し
て
い
る
皆
さ
ん
の
世
帯
に
無
償
で

貸
与
し
て
い
る
機
器
で
、
市
役
所
等

か
ら
放
送
す
る
緊
急
・
災
害
情
報
や

定
時
の
行
政
情
報
を
受
信
す
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
町
内
会
放
送
も
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｆ
Ｍ
か
の
や
（
77
・
２
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

　

台
風
の
接
近
や
大
雨
に
よ
る
通
行

止
な
ど
の
災
害
に
関
す
る
情
報
や
防

災
に
関
す
る
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
提
供
し
て
い
ま
す
。
緊
急
を
要
す

る
場
合
は
、
市
役
所
か
ら
Ｆ
Ｍ
か
の

や
の
放
送
に
割
り
込
む
緊
急
割
込
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○ 

平
常
時
の
防
災
情
報
の
提
供

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

　

13
時
30
分
〜

Ｆ
Ｍ
プ
ラ
ぷ
ら

   

お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
に
「
Ｆ
Ｍ
プ
ラ
ぷ
ら
」（
無
料
）

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
だ
け
で
Ｆ
Ｍ

か
の
や
の
通
常
放
送
は
も
ち
ろ
ん
、

災
害
・
緊
急
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
受
信
で
き
ま
す
。
文
字
放
送
、
振

動
及
び
光
に
よ
る
通
知
も
行
う
た

め
、
聴
覚
障
害
者
へ
も
災
害
情
報
の

伝
達
が
可
能
で
す
。

○           

利
用
方
法

　

 

ア
イ
フ
ォ
ン
や
ア
イ
パ
ッ
ド
な
ど

i O
S

端
末
を
使
っ
て
い
る
人
は

「A

ア
ッ
プ

pp S

ス
ト
ア

tore

」で
、ア
ン
ド
ロ
イ
ド

端
末
を
使
っ
て
い
る
人
は
、

「G

グ
ー
グ
ル

oogle P

プ
レ
イ

lay

（Play

ス
ト
ア
）」

で
「
Ｆ
Ｍ
か
の
や
」
と
検
索
す
る

か
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

i OS

アンドロイド

災害時に心がけること
　事前に備えていても、いざ災害が発生すると慌ててしまいがちです。次のことに注意して冷静に行動しましょう。
※キリトリ線で切り取って、冷蔵庫など目立つ場所に貼っておきましょう。

さ
い
さ
い
ささ
い
さ
いいい

災害に備える

✂キリトリ線

人

お年寄りや一人暮らしの人は、自分の所在を近所の住民や地区の民生委員などに必ず知らせましょう。

非常時持ち出し品チェックリスト

□現金

□預金通帳

□印鑑

□保険証

貴重品類

□携帯ラジオ

□懐中電灯

□予備電池

□ヘルメット・防災ずきん

避難用具

□乾パン

□缶詰

□飲料水

□組食器、缶切りなど

非常食（３日分）

□下着類

□防寒具

□雨ガッパ

衣　類

□万能ナイフ

□マッチ、ライター

□滑り止め付き軍手

□ビニール袋

□ビニールシート

□ひも、ガムテープ

□ティッシュ

□裁縫道具

□洗面用具、タオル

生活用品
□常備薬（３日分）

□消毒液

□湿布薬

□包帯、ばんそうこう

救急用具

□ベビー用品

□母子手帳

□介護用品

□非常持ち出し袋

その他

　これから大雨や台風等により、土砂崩れや河川の氾濫など災害が発生しやすい時期を
迎えます。昨年は、観測史上最大の記録的な大雨が降るなど、災害はいつ発生するか分
かりません。日ごろから災害に対し備えておきましょう。

　　問市安全安心課（３階）　☎ 0994-31-1124
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